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一 臼

加 藤隆夫

1)     transit   time   factor   (TTF)は普通加速軸上にて定義される。

Va T ( O )   =      J ・ E 2 ( Z . 0 ) c o s ( k Z ) d Z  ( 1 )

軸 か ら 離 れ た と こ ろで は

VaT(r)   =   J・Es(Z. r)cos(kZ)dZ  =   VbT(O) U (kr r) (3)

Ib(x)   =     1   +   xV４   +   xV6４   +     :変形ベッセル関数４

k『＝J丁冒一二一Ｆ百首＝〃/(入βγ） （５）

k   =の/V=tt/Cj8.k0   =   <u/C (６）

解、 （３）より

(７）

となり、
いる。 そ
てみる。

Fig．１

u の 第二項までとる近似によって b e a m d y n a m i c s の 計 算が行われて
こでSU P E R F I S Hによりo f f   a x i s の T T Fを計算して、両者を比較し

solid = SUPERFISH calculation, dashes = (7)式。

80   %   bore  radius   (   4   mm   )の範囲では、+ 0．15%.-０.３%)範囲で両者は一致
しているので、beam  dynamics計算の信頼性はあるだろう。r   =   4   mmのT(r)
は、 T Oの 5   % 増しになっており、これは加速電場が5  %大きい事と等価であ
るから、大きな差があるといえる。

Fig.2     T(r)/T(0)   of   12９６   MHz   SCL、150  MeV.    bore   radius   =1.5   cm.
-

solid = SUPERFISH calculation, dashes = (7)式。
・ 字 一 一

練、

ら求めた T ( r の 蛇 行 が 有 意 か ど う か は チ ェ ッ ク して い な い 。
）の範囲では、-２．４％の範囲で両者は一致している。
）の範囲では、-１．０％の範囲で両者は一致している。
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2 ) t r a n s v e r s e t r a n s i t t i m e f a c t o rを以下のごとく定義する。

VaTrU)   =   J・Er(Z.r)sin(kZ)dZ  =   VbT(O)I,(krr)k/kr (8)

It (x)   =     x/2   +   xV1６   +     :変形ベッセル関数 （９）

この式に従ってrf  defocus ingがbeam   dynamicsに取り込まれている。

solid = SUPERFISH calculation, dashes = (10)式。
Tr(r)/T(0)   of  1296  MHz   SCL,150  MeV,   bore   radius   =   1.5   cm.
solid = SUPERFISH calculation, dashes = (10)式。

（１０）式の値に比べて、DTLでは80%.   SCLでは70%の小さい値を
S U P E R F I S H 計算で得ているが、理由の検討は今後に残す。Ｔがよい精度で一致す
る の に 、 T r が 大 き く ず れ る の は お か し い ？

ドリフトチューブの端面に角度をつけると、 Z T T がより大きくなる事が知られ
ている。実際、432   MHz   DTLの３  MeVと８０  MeVのセルについて計算すると次の
結果が得られる。

解、

T  0 ． 7 8 9  0 ． ８ 4 4  0 ． 7 1 8  0 ． 7 2 １
z  n o ． ０  1 0 9 ． 7  9 6 . 7 6  9 ７ . ３ 7
Z T T  ６ ８ ． 4 6  7 8 ． ０ ９  4 9 ． ８ ３  ５ ０ ． 6 7
E p   ( M V / m )  4 ． 9 ８  7 ． 7 7  ５ . 0 6  5 ． 0 0
g a p   l e n g t h  1 ． 3 1  0 ． 8 5 2  1 ０ . ５ 5  １ 0 ． 3 4
c e l l   l e n g t h  5 ． 5 4  5 . ５ 4  2 6 ． ９ ６  2 ６ ． ９ 6

3  M eVの結果をみると、ドリフトチューブの相対する面に角度をつけたので、
その間の容量が減少した分を補うようにg a p   l e n g t hが短くなってＴは大きくな
り、その反面、表面最大電場が大きくなっている。従って、加速電場の低い使い
方の場合は、 Z T Tが大きくなる長所が生かせるが、加速電場が高い場合には、
Epが大きくなる短所が効いて̅くるとおもわれる。T ( r ) .   Tr ( r )は、角度をつける
と少し悪くなるようだ。

（
、 一

癖、

T(r)/T(0)   of   432   MHz  DTL.   3   MeV.   bore   radius   =   0．５   cm.
sol id = SUPERFISH calculat ion with face angle of 0ｏ・

dashes* SUPERFISH calculat ion with face angle of 10ｏ．

Fig．５

Fig．６
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